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 論文題名 
Effects of blue light cut filter on photostress induced retinal damage in rat model 
 ラットにおけるブルーライトカットフィルターによる網膜保護作用の検討 
 研究目的 
   本研究はブルーライトを選択的に遮断しうる黄色フィルターのラット網膜光暴露
障害における網膜形態と機能に対する効果を検討．                                                                                                       
 研究方法   
   ラットに 24時間 2500 luxまたは 5000 luxの光暴露を光暴露ボックスで行った. その
際に光暴露ボックス内での黄色フィルターの有り無しで, 黄色フィルター有り群とフ
ィルター無し群に分け, 網膜の形態学的変化と網膜電図による機能変化を調べた. さ
らに視細胞の機能を調べるため光暴露後に異なる時間で暗順応させ, 分光光度測定に
よりロドプシン再生能の評価およびロドプシンの主要リン酸化部位である 334Ser と
338Serに対する特異抗体による免疫組織学検査によりロドプシンの脱リン酸化能を検
討した.                                                                                                               
研究成績及び考察 
   光暴露後の暗順応中のロドプシン再生率および脱リン酸化率は黄色フィルターの
有無で有意差はなかった. 一方, 2500 luxおよび 5000 luxのいずれの光暴露でも網膜視
細胞数および網膜電図の振幅の減少率は有意に黄色フィルター群で低かった.                                       
結論 
   ラット網膜光障害モデルにおいて, ブルーライトを遮断する黄色フィルターは光暴
露による視細胞でのロドプシンの光受容能に変化をもたらさなかったが網膜形態お
よび機能障害の程度を効果的に軽減させることが分かった.                                       
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論文題名 
 
 
Effects of blue light cut filter on photostress induced retinal damage in rat model. 
 
結果の要旨 
 本研究はブルーライトを選択的に遮断しうる黄色フィルターのラット網膜光暴露障害
における網膜形態と機能に対する効果を検討することを目的とした. 方法はラットに 24時
間 2500 luxまたは 5000 luxの光暴露を光暴露ボックスで行った. その際に光暴露ボックス
内での黄色フィルターの有り無しで, 黄色フィルター有り群とフィルター無し群に分け, 
網膜の形態学的変化と網膜電図による機能変化を調べた. さらに視細胞の機能を調べるた
め光暴露後に異なる時間で暗順応させ, 分光光度測定によりロドプシン再生能の評価およ
びロドプシンの主要リン酸化部位である 334Serと 338Serに対する特異抗体による免疫組
織学検査によりロドプシンの脱リン酸化能を検討した. 光暴露後の暗順応中のロドプシン
再生率および脱リン酸化率は黄色フィルターの有無で有意差はなかった. 一方, 2500 luxお
よび 5000 luxのいずれの光暴露でも網膜視細胞数および網膜電図の振幅の減少率は有意に
黄色フィルター群で低かった. ラット網膜光障害モデルにおいて, ブルーライトを遮断す
る黄色フィルターは光暴露による視細胞でのロドプシンの光受容能に変化をもたらさなか
ったが網膜形態および機能障害の程度を効果的に軽減させることが分かり，白内障手術に
おいて黄色眼内レンズを挿入することの有用性が確認された． 
 論文審査において，今回の研究が博士（医学）の学位授与に値すると審査委員全員に認
められた。 
 
 
